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「
老
い
て
ゆ
く
ア
ジ
ア
」（
大
泉 

2
0
0
7
）と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

い
ま
や
少
子
高
齢
化
は
多
く
の
A
P
E
C
諸
国
に
共
通
の
課
題
で
あ

る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足
が
進
む
と
、
労
働
の
質
を

高
め
る
社
会
政
策
の
重
要
性
が
増
す
。
と
こ
ろ
で
、
社
会
政
策
を
強

化
す
る
こ
と
は
節
度
あ
る
自
由
貿
易
を
支
え
る
効
果
を
持
つ
。
本
稿

は
、
人
口
・
貿
易
・
社
会
政
策
の
三
者
の
関
係
を
考
察
し
、
百
年
前

の
世
界
と
の
比
較
か
ら
、
少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ
今
日
の
ほ
う
が
貿

易
戦
争
を
阻
止
で
き
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
る
。
労
働
生
産

性
を
高
め
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
自
由
貿
易
体
制
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
世
界
中
で
福
祉
国
家
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

自
由
貿
易
と
社
会
政
策

　

貿
易
と
社
会
政
策
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
自
由
貿
易
を
維
持

す
る
に
は
社
会
政
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
1
9
1
9
年
の
パ

リ
講
和
会
議
に
参
加
し
た
日
本
の
労
働
組
合
運
動
の
先
駆
者
・
鈴
木

文
治
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。「
一
方
に
お
い
て
社

会
政
策
を
盛
ん
に
行
な
う
の
国
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
全
く
こ
れ
を

行
な
わ
ざ
る
か
、
も
し
く
は
こ
れ
を
行
な
う
も
そ
の
程
度
極
め
て
低

き
国
あ
る
時
は
、
そ
の
程
度
の
高
き
国
は
そ
の
程
度
の
低
き
国
の
た

め
に
、
少
な
く
と
も
一
時
大
概
商
戦
場
裡
に
お
い
て
劣
敗
者
た
る
の

貿
易
戦
争
と
福
祉
国
家

─
─
百
年
前
と
の
比
較
か
ら
考
え
る

上か
み

村む
ら

　
泰や
す
ひ
ろ裕

（
名
古
屋
大
学
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）
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お
そ
れ
あ
る
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
危
険
を
免
る
る
道
は
二
つ

あ
る
。
一
は
保
護
関
税
を
高
く
し
て
他
国
商
品
の
侵
入
を
防
ぎ
自
国

製
品
を
保
護
す
る
こ
と
、
二
は
自
国
同
様
の
程
度
の
高
き
社
会
政
策

を
他
の
競
争
国
に
対
し
て
も
強
要
す
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
」（
鈴
木 

1
9
2
0
：
5
）。
こ
れ
は
鈴
木
だ
け
で
な
く
、
I
L
O
の
創
設
に

関
わ
っ
た
人
々
の
共
通
理
解
だ
っ
た
。
保
護
主
義
へ
の
傾
斜
を
阻
止

し
て
自
由
貿
易
体
制
を
維
持
す
る
に
は
、
社
会
政
策
の
水
準
を
国
際

的
に
統
一
し
、
競
争
条
件
を
均
等
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
当
時
新
興
国
だ
っ
た
日
本
の
社
会
政
策
を
欧
州
並
み
に
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。そ
れ
が
I
L
O
創
設
の
隠
れ
た
ね
ら
い
だ
っ
た
。

　

百
年
後
の
現
在
で
も
似
た
話
が
あ
る
。
国
際
経
済
学
者
ロ
ド
リ
ッ

ク
に
よ
れ
ば
、
米
国
で
は
自
由
貿
易
に
対
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
反

動
が
起
こ
っ
て
い
る
の
に
、
欧
州
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
反
自
由
貿
易

で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、「
欧
州
が
強
力
な
社
会
保
護
と
寛
大
な

福
祉
国
家
を
長
く
維
持
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
欧
州
諸
国
の
大
半

は
、
米
国
よ
り
小
規
模
で
、
米
国
よ
り
ず
っ
と
貿
易
に
開
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
貿
易
開
放
性
は
、
は
る
か
に
大
き
な
再
分
配
と
社
会
保

険
を
と
も
な
っ
て
き
た
。
多
く
の
実
証
分
析
が
、
貿
易
開
放
性
と
公

的
移
転
の
拡
大
の
間
に
は
直
接
の
関
連
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
」（Rodrik 

2
0
1
8
：
17
）。
国
際
競
争
に
晒
さ
れ
る
労
働
者

に
十
分
な
社
会
保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
彼
ら
は
自
由
貿
易
に

反
対
し
な
い
。
自
由
貿
易
を
守
る
た
め
に
福
祉
国
家
が
必
要
と
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。

太平洋経済協力会議（PECC）のワークショップで報告する上村泰裕・名古屋大学
准教授＝韓国ソウル・全経連会館で2025年 8月13日
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百
年
前
の
関
税
戦
争

　

ト
ラ
ン
プ
関
税
は
、
百
年
近
く
前
の
ス
ム
ー
ト
・
ホ
ー
リ
ー
関
税

法
（
1
9
3
0
年
）
に
匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
る
。
ス
ム
ー
ト
・
ホ
ー

リ
ー
関
税
法
は
貿
易
戦
争
を
引
き
起
こ
し
、
や
が
て
本
物
の
戦
争
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
か
ら
、
事
は
重
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
百
年
前
と

現
在
と
で
は
世
界
情
勢
が
異
な
る
。
人
口
・
貿
易
・
社
会
政
策
の
三

者
の
関
係
に
着
目
し
て
、
1
9
3
0
年
の
世
界
と
2
0
2
5
年
の
世

界
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

1
9
3
0
年
の
多
子
世
界
：
①
各
国
の
人
口
は
若
か
っ
た
。
新
興

国
の
労
働
力
は
過
剰
気
味
で
あ
り
、
社
会
政
策
に
よ
っ
て
労
働
の
質

を
高
め
る
と
い
う
発
想
は
相
対
的
に
弱
か
っ
た
。
②
各
国
は
増
加
す

る
人
口
を
養
う
た
め
輸
出
競
争
に
走
っ
た
。
他
国
の
輸
出
攻
勢
を
か

わ
す
た
め
に
保
護
主
義
が
台
頭
し
、ブ
ロ
ッ
ク
間
の
対
立
が
生
じ
た
。

③
先
進
国
と
新
興
国
の
社
会
政
策
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
新

興
国
の
社
会
政
策
の
拡
充
に
よ
っ
て
保
護
主
義
を
緩
和
す
る
試
み
は

失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

2
0
2
5
年
の
少
子
世
界
：
①
新
興
国
も
含
め
て
多
く
の
国
が
出

生
率
の
低
下
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
。
少
子
化
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足

が
進
む
と
、
労
働
の
質
を
高
め
る
社
会
政
策
の
重
要
性
が
増
す
。
②

少
子
化
が
進
む
こ
と
で
輸
出
圧
力
は
緩
和
さ
れ
る
。
各
国
は
節
度
あ

る
自
由
貿
易
（Rodrik 

2
0
1
1
）
に
支
え
ら
れ
た
内
需
主
導
の

経
済
発
展
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
る
。
③
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
っ

て
、
新
興
国
の
社
会
政
策
も
拡
充
さ
れ
て
き
て
い
る
。
社
会
政
策
の

南
北
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
で
保
護
主
義
は
緩
和
で
き
る
。

　

百
年
前
に
は
、
各
国
の
社
会
政
策
を
拡
充
し
て
競
争
条
件
を
均
等

化
す
る
よ
り
も
、
国
際
格
差
を
維
持
し
た
ま
ま
保
護
主
義
に
進
む
力

の
ほ
う
が
強
か
っ
た
。
一
方
、
現
在
で
は
新
興
国
の
社
会
政
策
も
拡

充
さ
れ
て
き
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
を
含
む
世
界
中
の
福
祉

国
家
を
強
化
す
る
こ
と
で
自
由
貿
易
を
守
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ

る
。ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
カ
バ
リ
ッ
ジ

　

米
国
で
は
格
差
拡
大
に
よ
り
社
会
が
二
極
化
し
、
反
自
由
貿
易
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
支
持
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
は
こ
う

し
て
生
ま
れ
た
。
格
差
に
は
経
済
的
格
差
だ
け
で
な
く
、
医
療
や
介

護
な
ど
社
会
保
護
に
関
わ
る
社
会
的
格
差
が
あ
る
。
社
会
保
護
を
改

善
し
社
会
的
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
で
、
反
自
由
貿
易
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
の
浸
透
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

医
療
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
カ
バ
リ
ッ
ジ

（
U
H
C
）を
達
成
で
き
る
か
否
か
が
鍵
に
な
る
。W
H
O
に
よ
れ
ば
、

U
H
C
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
必
要
な
時
に
必
要
な
場
所
で
、
経
済

的
困
難
な
し
に
、
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
上
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
国
に
お
け
る
U
H
C
の
達

成
度
を
測
定
す
る
指
標
は
い
く
つ
か
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
費

に
占
め
る
公
的
支
出
の
割
合
が
最
も
信
頼
で
き
る
代
理
指
標
だ
と
考
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え
る
。
2
0
2
2
年
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
A
P
E
C
諸
国
と
E
U

諸
国
の
U
H
C
達
成
状
況
を
比
較
し
て
み
よ
う
（W

H
O
, G
lobal 

H
ealth O

bservatory, D
om
estic general governm

ent health 

expenditure as percentage of current health expenditure

）。

・
U
H
C
達
成
済
の
国
（
公
的
医
療
支
出
割
合
70
％
以
上
）

　

A
P
E
C
：�

ブ
ル
ネ
イ
、
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア

　
　
　

E
U
：�

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
チ
ェ
コ
、
ク

ロ
ア
チ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ

ツ
、
キ
プ
ロ
ス
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、フ
ラ
ン
ス
、ベ
ル
ギ
ー
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ロ
ベ
ニ

ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

・
U
H
C
達
成
途
上
の
国
（
公
的
医
療
支
出
割
合
60
％
以
上
）

　

A
P
E
C
：
タ
イ
、
台
湾
、
ペ
ル
ー
、
韓
国

　
　
　

E
U
：�

オ
ラ
ン
ダ
、
マ
ル
タ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

・
U
H
C
未
達
成
の
国
（
公
的
医
療
支
出
割
合
60
％
未
満
）

　

A
P
E
C
：�

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
米
国
、

中
国
、
メ
キ
シ
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

チ
リ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム

　
　
　

E
U
：�

ギ
リ
シ
ア

　

こ
れ
を
見
る
と
、
E
U
と
比
べ
て
、
A
P
E
C
に
は
U
H
C
未
達

成
の
国
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
自
由
貿
易
を
守
る
た
め
に

も
、
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
護
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
バ
リ
ッ

ジ
の
実
現
を
国
際
的
に
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

労
働
力
不
足
と
介
護
問
題

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、労
働
は
ま
す
ま
す
稀
少
に
な
る
と
同
時
に
、

A
I
に
よ
る
置
き
換
え
も
部
分
的
に
は
生
じ
つ
つ
あ
る
。
労
働
力
は

将
来
不
足
す
る
の
だ
ろ
う
か
、そ
れ
と
も
過
剰
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
自
由
貿
易
や
社
会
政
策
と
ど
う
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

長
期
的
な
労
働
需
給
は
、
人
口
構
成
だ
け
で
な
く
技
術
進
歩
に
も

依
存
す
る
の
で
見
通
し
に
く
い
。
し
か
し
、
人
類
学
者
グ
レ
ー
バ
ー

（Graeber 

2
0
1
8
）
の
言
う
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
「
ブ
ル
シ
ッ

ト
ジ
ョ
ブ
」
の
大
半
が
や
が
て
A
I
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
一

方
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン
ジ
ョ
ブ
と
い
っ
た
、
人
間
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
や
自
然
環
境
の
保
全
に
関
わ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
は
そ
う
簡
単
に
は
自
動
化
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
介
護
は
高
齢
期
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
左
右

す
る
社
会
制
度
で
あ
る
。介
護
職
員
が
気
持
ち
よ
く
働
け
な
け
れ
ば
、
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介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
は
担
保
で
き
な

い
。
介
護
の
仕
事

が
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
で
な
け
れ

ば
、
介
護
職
員
が

困
る
だ
け
で
は
な

く
、
要
介
護
高
齢

者
や
そ
の
家
族
が

困
る
こ
と
に
な

る
。
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
と
は
、

た
ん
に
給
与
や
労

働
条
件
が
保
障
さ

れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
働
き
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
仕

事
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

日
本
に
は
、
高

齢
者
介
護
の
費
用

を
社
会
全
体
で
支

え
る
介
護
保
険
の

仕
組
み
が
あ
る
。
介
護
保
険
の
お
か
げ
で
、
日
本
の
介
護
は
感
謝
と

承
認
に
満
ち
た
人
間
ら
し
い
仕
事
で
あ
り
得
て
い
る
。
あ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
が
語
っ
て
く
れ
た
。「
些
細
な
こ
と
で
、

お
外
を
見
せ
た
り
、
着
替
え
を
し
た
り
な
ど
の
こ
と
で
、
拝
む
よ
う

な
姿
勢
で
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
時
に
キ
ュ
ン
と
し
ま
す
。
そ
ん

な
に
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
、
と

い
う
内
容
の
時
が
い
ち
ば
ん
疲
れ
が
飛
び
ま
す
ね
」。

　

介
護
労
働
は
繊
細
な
バ
ラ
ン
ス
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
高

齢
化
が
進
み
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
で
、
日
本
政
府
は
外

国
人
介
護
労
働
者
の
導
入
を
推
進
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
際
、
介
護
の

労
働
条
件
を
切
り
下
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
慎
重
な
管
理
の
も
と

で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
長
期
的
に
は
A
I
に
よ
る
省
力
化
が
進
む

と
す
れ
ば
、
介
護
労
働
は
貴
重
な
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
機
会
に

な
る
。
そ
う
し
た
仕
事
を
良
好
な
状
態
で
維
持
す
る
こ
と
も
、
自
由

貿
易
を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

結
論

　

自
由
貿
易
は
す
べ
て
の
国
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
が
、
国
際
競
争
に

晒
さ
れ
る
労
働
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
に
保

護
主
義
の
浸
透
す
る
余
地
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
関
税
で
は
な
く
社

会
政
策
に
よ
っ
て
人
々
の
暮
ら
し
を
保
護
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
自
由
貿
易
を
保
護
主
義

か
ら
守
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
世
界
中
で
社
会
保
護
を
強
化
す
べ

上村泰裕（かみむら・やすひろ）氏
　1972 年名古屋市生まれ。95 年東京大学文学部卒。
2001年同大学院人文社会系研究科博士課程満期退学。東
京大学社会科学研究所助手、法政大学社会学部准教授を経
て、08年より現職。12年 8月から1年間、ハーバード・イェ
ンチン研究所客員研究員。16年東京大学から博士（社会学）
の学位授与。著書『福祉のアジア─国際比較から政策構想
へ』（名古屋大学出版会、15年）で第28回アジア・太平
洋賞特別賞を受賞。編著に『新・世界の社会福祉7─東ア
ジア』（旬報社、2020年）、『福祉社会学のフロンティア─

福祉国家・社会政策・ケアをめぐる想像力』（共編、ミネルヴァ書房、2021年）、『岩
波講座社会学第9巻─福祉・社会保障』（共編、岩波書店、2024年）、訳書にベ
ラン＆マホン『社会政策の考え方─現代世界の見取図』（有斐閣、2023年）がある。
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き
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
諸
国
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
可

能
に
す
る
国
際
的
条
件
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
今
日
の

国
際
社
会
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
（
本
稿
は
、
2
0
2
5
年
8
月
13
日
に
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

たPE
C
C Signature Project W

orkshop on ‘A
ddressing 

L
abor Shortages D

ue to L
ow

 B
irth R

ates and A
ging 

Population in the A
PE
C R
egion’ 

の
た
め
に
執
筆
し
た
英
文

コ
メ
ン
タ
リ
ー
を
改
訂
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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大
泉
啓
一
郎
， 

2
0
0
7
，『
老
い
て
ゆ
く
ア
ジ
ア

─
繁
栄
の
構
図
が
変
わ
る
と
き
』

中
央
公
論
新
社
．

鈴
木
文
治
， 

1
9
2
0
， 『
国
際
労
働
問
題
』
文
学
社
．


